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　ベルギーは1830年に独立しました。そして、1831年に初

代国王レオポルド1世が誕生し、以来王様が健在です。現

フィリップ国王は、退位した父アルベール2世国王の後を

継いで、2013年7月21日にベルギー7代目の国王となりまし

た。1991年、憲法改正に基づき、男系男子継承を廃止し、女

子にも王位継承権を認めたため、フィリップ国王の後は、彼

の長女エリザベート王女が王位の座につきます。

　さて、この王室の居住場所は、ブリュッセル中心部にある

王宮でしたが、現在は執務用に使用されており、居住場所

は、ラーケン地区にある宮殿です。

　この執務用宮殿の右側にベルギーを紹介するBELvue博物館が

あります。民主主義、繁栄、連帯、移民、言語とヨーロッパ

の6テーマを通して、1830年から現在のベルギーを紹介して

います。画家マグリットやクリスタルガラスのVal Saint Lam-
bert、アールヌーボー、自転車走者のEddy Merckx、テニスプ

レイヤーのJustine Heninなど、一般に知られている人々や文

化も紹介されています。現在常設展コーナーは、改装工事中

で閉館しており、2016年7月21日に再開館の予定です。しか

し、特別展コーナーは、開館しており、4月10日(日)までベル

ギー切手の特別展を無料で開催しています。早速、切手大好

きスタッフが出かけてみました。

　中央アフリカ博物館(現在、改装中)に展示されていた切

手の歴史をベルギー郵便局(bpost)と個人所有者の協力のも

と、300点余りの切手で紹介しています。この特別展では、展

示物を通して、切手の製造、絵柄や歴史的ベルギーの国際貿

易などを知る手がかりとなります。ベルギーの切手絵柄は、

コレクターにも人気のデザインが豊富にあります。どこかで

見たことのある切手に巡り合えるかもしれませんね。

BELVue Museum 
www.belvue.be
Place des Palais 7, 1000 Brussels
火～金9h30～17h、土・日10h～18h、月団体のみ

切手展入場無料

太陽がでたら、お出かけ！	 	

　BELvue博物館隣にあるCoudenberg博物館は、中世から領主

の館として使われていたところで、12世紀にカール大帝の居住

地となりました。以来代々ベルギーを統治する権力者の館とし

て使われてきました。現在は博物館となっていて、Rue Royale
からPlace Royaleの地下に存在する昔の街の骨組みの様子や採

取した陶器や兵器などを見ることができます。オーディオガイ

ドで説明を聞きながら見学すると、興味深いです。

Coudenberg Museum
www.coudenberg.com
Place des Palais 7, 1000 Bruxelles
火～金9h30～17h
週末・7・8月10h～18h
月・1/1・7/21・12/25休
入場料：大人€6、シニア€5、18歳以上25歳以下€4
　　　　18歳未満無料

特別展付入場料：大人€12、シニア€10、18歳以上25歳以下€8
　　　　　　　　18歳未満無料

オーディオガイド：€2.50(仏・蘭・独・英語)

　朝から博物館2軒を見学したら、BELVue Museumにあるレ

ストラン「Green Kitchen」でお昼にしましょう。Coudenberg 
Museumの入場券を持っていれば、平日のみ下記の3種類の割引

メニューがあります。レストランで入場券を見せてください。

Rapide Green
サンドイッチ+スープ+飲み物+入場料：

大人€13.50、シニア・18歳以上25歳未満€12.50、18歳未満€8.50
Lunch
サラダまたはメイン料理+スープ+飲み物+入場料：

大人€17.50、シニア・18歳以上25歳未満€16.50、18歳未満€12.50
Goûter
タルト+コーヒー(紅茶・ココア・ジュース類)+入場料：

大人€10、シニア・18歳以上25歳未満€9、18歳未満€5

　お腹が一杯になったら、子ど

もたちへのサービスも忘れず

に。博物館向かいにある王宮公

園の端(地下鉄Parcの近く)に遊

具のある公園があります。ここ

で思いっきり遊んでもらって、

エベルギーを発散してから帰途

につきましょう。

～BELvue	ベルヴュー博物館～

～	Coudenberg	クーデンベルグ博物館	～


